
東京都北区議会 

平成 23 年第 2 回定例会で可決した意見書 

・地方消費者行政に対する国の実効的支援を求める意見書 

 

・健全で持続可能なエネルギー政策を求める意見書 

 

・原子力発電所の安全対策強化を求める意見書 

 

・震災からの復興に向けた補正予算の早期編成を求める意見書 

 

・津波対策に関する意見書 

 

・民間建築物耐震化促進に関する意見書 

 



地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書 

 

現
在
、
国
で
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
地
域
主
権
改
革
の
議
論

が
進
む
中
、
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
役
割
・
責
任
が
不
明
確
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

も
と
よ
り
地
方
自
治
体
が
独
自
の
工
夫
・
努
力
に
よ
っ
て
消
費
者
行
政
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
消
費
者
行
政
を
推
進
す
る
中
央
官
庁
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
消
費

者
行
政
に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
意
識
や
体
制
は
あ
ま
り
に
も
格
差
が
あ
る
。
加
え
て
、
地
方
自
治
体

が
担
っ
て
い
る
消
費
者
行
政
の
業
務
の
中
に
は
、
相
談
情
報
を
国
に
集
約
す
る
パ
イ
オ
・
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
ヘ
の
入
力
作
業
や
、
違
法
業
者
に
対
す
る
行
政
処
分
等
、
国
全
体
の
利
益
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
現
在
、
国
か
ら
の
支
援
と
し
て
、
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
、

住
民
生
活
に
光
を
注
ぐ
交
付
金
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
期
間
限
定
の
支
援
に
留
ま
っ
て
お
り
、
相

談
員
や
職
員
の
増
員
に
よ
る
人
的
体
制
強
化
等
継
続
的
な
経
費
へ
の
活
用
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
地
方
消
費
者
行
政
の
支
援
に
つ
い
て
、
左
記
の
事

項
を
要
望
す
る
。 

 

記 
 

一
、
国
は
、
地
方
自
治
体
の
消
費
者
行
政
の
充
実
に
確
実
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
方
消
費
者
行
政
活
性 

 

化
基
金
等
の
延
長
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
一
定
の
幅
を
持
た
せ
な
が
ら
も
使
途
を
明
示
し
た
継
続
的 

 

か
つ
実
効
的
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。 

二
、
消
費
者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
相
談
を
担 

 

う
専
門
家
で
あ
る
消
費
生
活
相
談
員
を
含
め
、
専
門
性
に
見
合
っ
た
待
遇
の
も
と
で
安
定
し
て
勤
務 

 

で
き
る
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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健
全
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
求
め
る
意
見
書 

 
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
津
波
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
、
東
北
電
力
及
び
東
京
電
力
管
内
地
域

で
は
電
力
供
給
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
停
止
要
請
に
よ
っ
て
、

夏
の
電
力
不
足
問
題
は
東
日
本
の
み
な
ら
ず
全
国
的
な
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
、
原
子
力
発
電
は
、
経
済
性
に
優
れ
、
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
国
内
九
の
電
力
会
社
で
、
主
力
に
据
え
推
進
し
て
き
た
が
、
今
回
の
大
事
故
で
「
安
全
神
話
」
は
完

全
に
崩
れ
、
さ
ら
に
は
、
昨
年
決
定
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
ま
で
も
事
実
上
白
紙
と
な
っ
た
。 

今
後
、
電
力
供
給
不
足
は
国
民
生
活
や
日
本
経
済
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
政
府
は
今
夏
の
電

力
対
策
に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
速
や
か
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ

る
。 し

か
し
な
が
ら
、
政
府
の
電
力
需
給
緊
急
対
策
本
部
が
五
月
に
発
表
し
た
対
策
で
は
国
民
に
節
電
を
呼

び
掛
け
る
ば
か
り
で
、
節
電
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
よ
う
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。 

夏
場
の
電
力
不
足
を
前
に
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が
長
期
化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
法
制
度
の
見
直
し
や

運
用
改
善
な
ど
予
算
措
置
も
含
め
た
電
力
需
給
対
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進
を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
社
会
の
構
築
を
実
現
す
る
よ
う
、
左
記
項
目
に
つ
い
て
強
く
要

望
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

記 

 一
、
自
家
発
電
設
備
及
び
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
、
ま
た
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
補
助
を
大
幅
に 

 

拡
充
す
る
と
と
も
に
固
定
価
格
買
取
制
度
の
導
入
や
送
配
電
網
の
拡
充
な
ど
中
長
期
目
標
を
具
体
的
に 

 

明
示
し
、
そ
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。 

一
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
議
論
が
多
く
の
国
民
に
開
か
れ
、
積
極
的
な
参
加
を
促
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 

消
費
を
抑
制
す
る
実
効
的
な
制
度
を
導
入
し
、
併
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
の
導
入
補
助
や
エ
コ
ポ
イ
ン 

 

ト
制
度
の
復
活
等
、
国
民
に
対
し
て
節
電
の
メ
リ
ッ
ト
が
実
感
で
き
る
施
策
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。 

一
、
太
陽
光
や
水
力
、
風
力
及
び
地
熱
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の 

 

活
用
を
目
指
し
、
併
せ
て
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
普
及
な
ど
省
エ
ネ
社
会
を
実
現
さ
せ
る
政
策
を
具
体 

 

化
す
る
こ
と
。 

 
 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

 
去
る
三
月
十
一
日
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、
巨
大
地
震
発
生
直
後
、

原
子
炉
は
自
動
停
止
し
た
も
の
の
津
波
に
よ
り
非
常
用
電
源
設
備
が
全
て
失
わ
れ
た
結
果
、

緊
急
炉
心
冷
却
装
置
や
除
熱
装
置
は
作
動
せ
ず
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
や
水
素
爆
発
を
起
こ
し
、

大
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
我
が
国
で
初
め
て
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
た
。 

そ
し
て
原
発
事
故
の
深
刻
度
を
示
す
「
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
」
に
よ
る
暫
定
評
価

は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
と
同
じ
で
あ
る
最
悪
の
「
レ
ベ
ル
７
」
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
、
三
ケ
月
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
警
戒
区
域
や
計
画
的
避
難
区
域
の
多
く
の
住

民
は
、
避
難
生
活
を
余
議
な
く
さ
れ
、
農
産
物
や
海
水
へ
の
汚
染
か
ら
風
評
被
害
も
日
に
追

っ
て
深
刻
化
し
て
い
る
。 

と
り
わ
け
、
福
島
以
外
の
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
住
民
で
も
不
安
と
疑
念
が
高
ま
っ
て
い

る
中
、
静
岡
県
の
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
原
子
炉
停
止
と
な
っ
た
が
、
国
内
外
か

ら
は
、
政
府
及
び
東
京
電
力
に
対
し
、
情
報
提
供
や
補
償
な
ど
対
応
の
遅
れ
に
不
安
と
批
判

は
収
ま
ら
ず
、
今
回
の
原
発
事
故
を
早
期
に
収
拾
さ
せ
る
と
と
も
に
被
災
者
へ
の
補
償
や
新

た
な
支
援
策
な
ど
国
の
責
任
あ
る
取
り
組
み
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
今
回
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
原
因
究
明
と
初
動
対
応
の
検
証
か
ら
、
早
急
に
徹
底
し
た
安
全
対
策
を
構
築
す
る
よ
う
、

左
記
の
事
項
を
要
望
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 
 

一
、
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
全
て
の
情
報
公
開
と
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す
と
と
も
に
、 

 

原
子
力
安
全
・
保
安
院
と
経
済
産
業
省
を
分
離
し
、
独
立
し
た
安
全
監
視
を
行
う
第
三
者 

 

機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。 

一
、
今
回
の
事
故
原
因
の
究
明
と
検
証
を
踏
ま
え
、
稼
働
中
の
原
子
力
発
電
所
も
含
め
て
、 

 

地
震
、
津
波
へ
の
抜
本
的
な
安
全
対
策
を
講
じ
、
過
酷
事
故
へ
の
対
策
強
化
な
ど
多
重
で 

 

多
様
な
防
御
策
を
図
り
、
耐
震
設
計
審
査
な
ど
の
安
全
設
計
指
針
に
つ
い
て
も
早
期
に
見 

 

直
し
を
行
う
こ
と
。 

一
、
今
回
の
事
故
を
教
訓
と
し
た
国
の
防
災
計
画
や
原
子
力
防
災
指
針
の
見
直
し
を
早
急
に 

 

行
い
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
や
高
濃
度
汚
染
水
な
ど
原
子
力
災
害
に
よ
る
健
康
被
害
や
風 

 

評
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
を
強
化
し
、
ま
た
輸
出
品
や
観
光
産
業
な
ど
へ
海
外
か 

 

ら
の
懸
念
を
払
拭
さ
せ
る
対
策
に
万
全
を
尽
く
す
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
補
正
予
算
の
早
期
編
成
を
求
め
る
意
見
書 

 

三
月
十
一
日
に
発
災
し
た
東
日
本
巨
大
地
震
・
大
津
波
被
害
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
は
被
災
地
の

み
な
ら
ず
、
日
本
経
済
全
体
の
復
興
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。
我
が
国
全
体
が
非
常
事
態
で
あ
る

今
、
復
興
基
本
法
が
成
立
し
た
。
そ
の
上
は
、
政
府
が
迅
速
に
復
興
に
向
け
た
大
規
模
な
補
正
予
算

を
編
成
し
、
執
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
被
災
者
に
安
心
を
与
え
、
自
治
体
が
躊
躇
な
く
的
確
な
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
し
た
が
っ
て
一
刻
も
早
い
復
興
に
向
け
て
、
補
正
予
算
を
編
成
し
、

本
格
的
な
復
興
に
向
け
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
内
外
に
発
出
す
る
こ
と
は
、
国
会
及
び
政
府
に
課

せ
ら
れ
た
重
大
な
使
命
と
考
え
る
。
同
時
に
、
被
災
地
自
治
体
と
の
連
携
や
、
地
元
か
ら
の
生
活
支

援
及
び
産
業
復
興
な
ど
の
要
望
の
制
度
化
を
含
め
、
今
後
の
課
題
解
決
へ
の
道
筋
を
示
す
必
要
が
あ

る
。 よ

っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
復
興
を
願
う
国
民
の
期
待
や
、
復
興
に
向
け
て

活
動
す
る
被
災
民
の
気
持
ち
に
か
な
う
よ
う
、
今
般
の
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
一
刻
も
早
い
復
興
を

実
現
す
る
た
め
、
早
期
に
大
規
模
な
補
正
予
算
を
編
成
し
成
立
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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長 

小 

池 
た
く
み 

  

衆

議

院

議

長 
 
 
 
 
 
 

横 

路 

孝 

弘 

殿 

参

議

院

議

長 
 
 
 
 
 
 

西 
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殿 

内
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大
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財

務

大
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東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
担
当
大
臣 

松 

本 
 
 

龍 

殿 

内

閣

官

房

長

官 
 
 
 
 
 
 

枝 

野 

幸 

男 

殿 

内
閣
府
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣 
 

与
謝
野 

 
 

馨 

殿 

国
家
戦
略
担
当
大
臣 

 
 
 
 
 
 

玄 

葉 

光
一
郎 

殿 

 

        



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 津
波
対
策
に
関
す
る
意
見
書 

 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、
多

く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
津
波
に
対
す
る
都
民
の
不
安
や
心
配
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
五
月
二
十
七
日
に
発
表
さ
れ
た
「
東
京
緊
急
対
策
二
〇
一
一
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
高
潮
対
策
に
く
わ
え
て
、
津
波
対
策
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
も
り
こ
ま
れ
た
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
待
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

と
り
わ
け
北
区
は
、
隅
田
川
、
荒
川
、
新
河
岸
川
、
石
神
井
川
沿
い
に
Ａ
．
Ｐ
．（
荒
川
工

事
基
準
面
）
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
、
津
波
対
策
の
具
体
的
検
討
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
左
記
の
事
項
の
実
施
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。 

 

記 

 

一
、
東
海
か
ら
連
動
す
る
巨
大
地
震
や
東
京
湾
で
の
地
震
に
よ
る
津
波
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
ふ
ま
え
た
津
波
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
被
害
想
定
を
行
う
こ
と
。 

一
、
防
潮
護
岸
や
湾
岸
施
設
へ
の
耐
震
強
化
策
の
推
進
、
及
び
地
下
鉄
の
海
水
流
入
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
。 

一
、
津
波
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
や
津
波
教
育
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。 

一
、
民
間
施
設
な
ど
の
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。 

  

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日 
 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
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た
く
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内
閣
総
理
大
臣 
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人 

殿 

 

国
土
交
通
大
臣 

 

大 
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章 

宏 

殿 

 

東

京

都

知
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石 

原 

慎
太
郎 

殿 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
民
間
建
築
物
耐
震
化
促
進
に
関
す
る
意
見
書 

 

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
京
で
も
震
度
五
を
記
録
し
、
古
い
木
造
住
宅
を

は
じ
め
多
く
の
家
屋
被
害
が
生
じ
、
都
内
で
も
そ
の
被
害
は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。 

一
方
、
学
校
を
は
じ
め
耐
震
化
工
事
を
行
っ
た
建
築
物
で
は
、
被
害
を

小
限
に
く
い
と

め
る
こ
と
が
で
き
、
建
築
物
の
耐
震
化
促
進
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

こ
の
間
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
民
間
木
造
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
て
替
え
助
成
制

度
の
充
実
を
は
か
り
、
国
の
民
間
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
の
上
乗
せ
補
助
三
十
万
円
も
活

用
し
て
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
整
備
を
住
民
へ
も
呼
び
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
新
年
度
か
ら
は
国
の
補
助
が
終
了
し
て
い
る
。 

今
後
の
更
な
る
施
策
推
進
の
上
で
、
国
の
充
分
な
財
政
支
援
は
引
き
続
き
欠
か
せ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
民
間
住
宅
耐
震
改
修
助
成
の
再
開
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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